










〔研究目標〕 

 本研究班は厚生省「B 型肝炎母子感染防止事業」の効果を明らかにするとともにその改

善のための資料を得ることを目標とする。 

 その主な研究目標は次の 3つである。 

 (1)B 型肝炎母子感染防止事業の効果の調査 

 全国自治体において「B 型肝炎母子感染防止事業」の対象となった妊婦、及び乳児の実

数を調査するとともに、本事業の効果を幾つかの自治体におけるパイロットスタディから

算定し、全国における効果を推定し、また今後の HBs 抗原キャリア発生数を予測する。 

 (2)B 型肝炎母子感染防止プロトコールの改訂 

 本事業実施に伴って発生する諸問題を明らかにし、その対策を検討し、今後本事業のよ

り良い効果を得るためのプロトコール改訂の資料とする。 

 (3)B 型肝炎母子感染防止事業対象外の児への対策と指針の決定 

 現在 HBe 抗原陰性の HBs 抗原キャリアから生れた児は「B 型肝炎母子感染防止事業」の

対象外であり、これらに対する取扱方針も示されていないので、これらの児における B型

肝炎ウイルス感染の実態を明らかにするとともに、予防措置の効果を検討し、取扱指針の

設定のための資料とする。 


